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表紙

ロマプリｰタ地震による高速道路の崩壊:ユ989年10月17日

のロマプリｰタ地震(M7.1)は,震源から90kmも離れ

たサンフランシスコ湾岸地域の特に地盤の弱い地区に大き

な被害をもたらした.オｰクラ:ノド市サイプレス地区では,

高架橋(1957年竣工)の崩壊により,42名が犠牲となった.

表紙の写真は,二層式高架橋の上層が柱部の破損によって

下層まで落下した状況を示す･設計水平震度O･06gに対し,

0･25g程度の最大水平加速度が作用したと推定されている.

(写真提供:米国地質調査所(Photographcourtesyof

U.S.Geo1ogica1Survey);文:編集委員会佐藤奥平)
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